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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
セリンプロテアーゼは,炎症 ･血液凝固線溶系で働くことが知られている｡ これに属するトロンビンは,
古典的なリガンド･受容体関係とは異なる蛋白分解作用依存性の受容体活性化機序を示す｡セリンプロテ
アーゼの一種であるトリプシンは基質特異性が低く,生理的には他のプロテアーゼが関与している反応を
もこれを用いて実験的に再現が可能な場合がある｡ トリプシンが血管収縮作用を有し,これがトロンビン
受容体のみを介するのか否かについての検討を行った｡ トリプシンは内皮を除去した血管を用量依存性か
つ蛋白分解活性依存性に収縮させた｡ トリプシンによる血管収縮は,細胞外Ca2+依存性及びL型の電
位依存性Ca2+チャンネル依存性に関して, トロンビンによる収縮とほぼ同じであった｡血管収縮 ･細胞
内Ca2+濃度の変化について検討を行った結果,トリプシンはトロンビン受容体を介した血管収縮機序に
加えて,別の蛋白分解酵素依存性血管収拒機序を介した作用をも有していることが明らかとなった｡
以上の研究はプロテアーゼによって活性化される新たな受容体の解明に貢献し,炎症 ･血液凝固線溶系
における病態の研究に寄与するところが多い｡
したがって,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成9年 2月 3日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
- 654-
